
 

 

 

 

 
  

改革「待ったなし」                        副校長 須田 直樹 
 
１１月２日（土）に道徳地区公開講座があり、全学年「友情、信頼」をテーマに授業を行いまし

た。各学年それぞれの題材で「本当の友だちって？」「友だちとの関係で大切なことって？」、とい

うことを考え、発表していました。簡単なようで難しい、難しく考えているともっと単純なのでは、

きれいごとでは答えられるけど実際には色々あるな、そんなことを感じました。 

 道徳地区公開講座の講師に、大江近先生をお招きして、授業の参観と、保護者と教員に向けて講

演をしていただきました。大江先生は以前に校長先生として都内の中学校に務め、中央教育審議会

（教育について話し合う国の重要機関）や早稲田大学大学院客員教授を歴任された方です。 

その大江先生から、五中の授業を見て「誰一人取り残されていない、参加できていない生徒が一

人もいなかった、全員が少なからず自分の意見を表現していた」とみなさんの取り組みに大変感心

していました。また先生たちの授業について、授業におけるとても重要な 

① 考える場面 

② 考えを伝える場面 

③ 友だちと意見交換する場面 

の３つの場面の保障が全クラスでできていて素晴らしいとお褒めの言葉をいただきました。 

私は４月から五中に赴任して、五中生のあいさつや行事に取り組む姿勢、保護者の方にボランテ

ィアを募ると大勢の方に協力していただけること、そして職員室で一生懸命授業の準備をしたり、

生徒のことについて親身になって話をしたり、休日を返上して部活動をする先生たちの姿を見て、

本当に良い学校だなと感じています。特に先月の合唱コンクールでは、練習から本番までを通して

素晴らしい取り組みをしていた生徒と先生たち、すべての発表が良かったですが、中でも３年生の

合唱は圧巻でした。あれほどの合唱を聞いたことは記憶にないほどです。良い学校、という気持ち

ともに、この感動を味わえるこの職業は改めて素晴らしいものだと実感させてくれました。 

一方で、教職といえばブラック職の代表例として取り上げられることが多く、かつて子どもたち

のなりたい職業の常に上位にある状況からは程遠い現状です。しかし、本質は昔から何ら変わらず、

生徒の成長を手助けできる、生徒といっしょに感動を味わえる、人と強くつながることができる唯

一無二の仕事であると私は思います。 

実際に日本の教育は世界的に高く評価されており、２０２３年に公表された国際的な学力調査

で、日本は数学的リテラシー、読解力、科学的リテラシーの３分野において世界トップレベルでし

た。少し視点は逸れますが、日本は、落とし物が戻ってくる確率なども海外とは比べものにならな

いそうで、学校でのモラル教育が一助になっていると分析する人もいます。 

しかし、取り上げられる教職のニュースといえば、長時間労働、部活動の強制、生活指導（いじ

め含め）の多様化とその対応、不登校対策、苦情の対応、病気休職による教員が過去最多、これら

による慢性的な教員不足、教員採用試験の過去最低倍率、などネガティブなニュースが多いです。

確かに私自身日々目の当たりにしている厳しい現実ではあります。 

ある有識者から、教師が疲弊し、教育の質が下がっていくことは、人材が育成されず、将来的に

国力を低下させる、という話を聞きましたが、９月に公表された中央教育審議会でも、「教師を取

り巻く環境は我が国の未来を左右しかねない」「社会全体で取り組むべき課題」とまで表現されて

います。特に印象に残った表現に「もはや教員の働き方改革は待ったなしの状況」「学校だけでで

きることではなく、保護者や地域、教育委員会、が協力・理解をして進める」とありました。 

学校、保護者や地域、教育委員会の三者が、子どもたちの健やかな成長、という同じ目的に向か

い、慣例にとらわれず、この待ったなしの状況に対応をしていく必要があります。今の五中の素晴

らしい伝統を大切にしつつ、将来五中生が大人になったときに安心して「先生になりたい」（なり

たい人は）、と思えるように、改革が前向きに進むようにしていきたいと思います。 
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 光る五中 



●社会を明るくする運動 ミニ集会 

 １０月２６日(土)五中体育館にて

｢学校と地域で社会を明るくしよう

感じようミニ集会～五中生による共

演発表会～｣を行いました。生徒会か

ら｢スライドによる学校紹介｣、７･８

組のトーンチャイムの演奏、吹奏楽

部の演奏、五中有志合唱団の合唱の発表がありました。また、東大和警察から防犯に向け

た話がありました。 
 

●落ち葉はきボランティア 

生徒会が企画し落ち葉はきボランティアを募って行っています。朝早い集合ですが、 

３年生を中心に４０名近く応募があり、皆で清掃しています。 

 

●平和学習 「被爆体験伝承者等派遣事業」講演会について 
  

平和学習の一環として「被爆体験伝承者等派遣事業」講

演会を行います。対象は第２学年生徒と７･８組生徒です

が、保護者の方はどなたでも参加できます。 

広島平和記念資料館よりお借りした絵を３階理科室前に

掲示しています。ぜひご覧ください。 

講演会に参加を希望される方は、先月末に送りましたマ

チコミメールより出席の連絡をお願いします。（締め切り

１１月２０日） 

 日 時：１１月２２日(金) １３：４０～１５：００   

 場 所：本校体育館 

●生徒の活動報告 
 令和６年度薬物乱用防止ポスター 

 会長賞 １名 

 優秀賞 ４名 

 

 

 

●１２月の予定 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月１４日(土)地域清掃ボランティア 

１７日(火)生徒会朝礼 

１９日(木)７･８組マラソン大会 

   ２４日(火)美化活動 

   ２５日(水)終業式 

   ２６日(木)冬季休業(始) 

１２月 ２日(月)～６日(金) 

        三者面談(３年,７･８組) 

    ６日(金)１･２年保護者会 

   １１日(水)専門･中央委員会 

   １２日(木)新入生保護者説明会 

        ⑤授業公開⑥説明会 

 

「被爆証言者と高校生との 

共同制作による原爆の絵」 


